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再開１１：１８ 

 

（議長） 

会議を再開致します。 

高齢あんしん課所管の予算並びに関連議案について、一括補足説明を求めます。 

 

（議長） 

高齢あんしん課長。 

 

「高齢あんしん課長」 

えー高齢あんしん課所管分、一般会計からご説明申し上げます。よろしくお願い致しま

す。予算資料は９ページをご覧下さい。事業番号は８９番から９７番、１００番、１０９

番から１１１番まで、主に大きな増減があった事業についてご説明させて頂きます。 

えっ９０番、老人福祉センター設備改修です。当該施設は地域の方々がつど、集い、災

害時にはボランティア拠点と活用される予定となりますことから、１００畳の集会室にエ

アコンを設置する新規事業でございます。予算額は６３０万３千円です。 

次に９１番、養護老人ホーム入所措置費です。えー現在入所されている方は５３名です。

施設入所者数の増加と養護老人ホーム単価報酬改定に伴い、前年度対比で９２２万５千円

増額しております。 

えっ２段飛びまして９４番、福祉バス運行です。えー昨日、まちづくり推進課からもご

説明申し上げたと思いますが、４０人乗り福祉バスは令和８年３月をもって廃車となりま

すことから、前年対比で２６０万５千円減額しております。 

続きまして１００番、介護保険特別会計繰出金は、介護給付費の公費負担と地域支援事

業公費負担額及び職員人件費等を一般会計から繰り出すもので、前年対比で１，０７５万

２千円の増額になっております。 

えっ１０ページをお開き下さい。次に１１０番、在宅型総合福祉施設管理です。燃料費、

光熱水費等の高騰、委託料保守の人件費高騰により、施設管理費全体で、前年対比で３５

４万４千円の増額となっております。 

１１１番は、在宅型総合福祉施設、３年計画で最終年度エアコンの新規事業です。３年

目はデイサービス脱衣場、廊下、事務室の３カ所を予定しております。予算額は６１９万

６千円です。 

えっ引き続き、介護保険特別会計についてご説明申し上げます。予算資料３０ページか

ら３１ページの、えー１７、令和８年度介護保険予算構成表をご覧下さい。 

始めに、総務費につきましては、一般管理費が人件費の、えー昇給に伴う増額と新規事

業でございます。えー新規事業でございます介護情報基盤整備システムに係る委託料を含

めて、全体で、えー４６８万２千円の増額となります。また、第１０期計画策定を行う年

でありますことから、新規事業として、第１０期高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策

定として、３６４万８千円を計上しております。 
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続きまして、保険給付費です。居宅サービス等給付費でございますが、主に増加してい

るサービスは特別養護老人ホーム、次いで訪問リハビリ等の訪問系サービスが微増してお

ります。施設入所者が増加している傾向であり、前年対比で１，０５７万５千円の増額と

なりました。 

えー次に、地域密着型介護サービス給付費です。えっ当町には無い、看護小規模多機能

居宅介護施設は増加しておりますが、江差町にあります地域密着型サービスは全て、全て

において減少している事から、実績を基に前年対比で９９５万３千円の減額と致しました。 

次に、３０ページ下段にあります、地域支援事業をご覧下さい。えっ地域支援事業は、

被保険者が要介護状態、要支援状態になることを予防することを目的とする介護予防事業

を始め、総合相談支援、医療介護連携、生活支援体制整備、認知症対策などの事務事業の

予算となります。前年対比で７５０万７千円の増額となっております。新規事業と致しま

して、介護予防生活支援サービスとして、従来のＡ型に加え、新たな枠組みとして創設す

る予定の総合事業として、４９９万２千円を新たに計上しております。 

えー二つ下の、一般介護予防事業費でございますが、先ほど総合事業と関連して地域に

おいて介護予防の自主的に、介護予防を自主的に取り組んでいる１７団体への助成をして

おります。えっ将来的には、総合事業の枠組みの中で活動をして頂けるよう、丁寧に説明

して参りたいと考えております。併せて、生活支援体制整備事業の地域支え合い協議会や

ネクストイノベーションでも総合事業の内容や単価設定なども含め、住民の皆様と共に協

議して参りたいと考えております。 

えっ介護保険特別会計の８年度、えー予算額総合計は、１１億９，５３０万４千円とな

り、前年度から１，５５３万７千円の増額となっております。 

えー各種事業及び業務につきましては、地域の方々と共同で進めて参ります。また、地

域福祉計画とも内容の共有を図りながら、高齢者が安心して暮らせる町を目指して取り組

んで参ります。 

以上、簡単ではございますが、高齢あんしん課所管の一般会計及び介護保険特別会計の

予算に関する説明とさせて頂きます。ご審議のほど、よろしくお願い致します。 

 

（議長） 

以上で補足説明が終わりましたので、質疑を許します。 

質疑希望ありませんか。 

 

（議長） 

小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

えーと、２点お聞きします。 

最初に、えー江差町の高齢者等緊急通報システムの設置の、おー事業についてですが、

えー若干担当者とも意見交換させて頂きましたので、多分課長、あの報告は聞いているか
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とは思うんですが。 

この制度と言いますか、今のシステム機器、使ってもう、何年経ってるんでしょうかね、

十数年経ってるんでしょうかね。ひと、一言で言うともう古いシステムになっております。

固定電話が基本になければ、えー作動しない、いー高齢者の緊急通報システムになってお

ります。高齢者、段々段々もう、固定電話使わなくなって来ております。もうスマ、スマ

ホでも良いという人もおります。スマホを持って固定電話いらないと思ってても、緊急通

報システムを使うために、付けなければならないんです。持っていなかった人は。 

更には、止めようと思った人はそのまま使って、経費、もう本当に私、こういう緊急通

報システムを使う方々、大体年金暮らしとかその年金でも国保で、国民年金で、満額貰っ

ていないとか、もう１千円、２千円、３千円、それで本当にいつも通帳を見ているという

方々、もう電話止めたいという話もしておりました、何人も。 

で、まぁ担当の方から聞いたらちょっと簡単ではないと言う事は、あのー私も理解して

るつもりですが、改めてやっぱりこれちょっとね、直ぐとはいかないかもしれませんけれ

ども、えー対策をとって頂きたいというのが１点目。 

えー２点目ですが、これはあのー、ちょっと総務課、あ、総務課長さんもいらっしゃる

んですね。総務課との関係も有るかと思うんですけれども、江差町要支援者登録制度実施

要綱に則っとって、避難者名簿が作られております。ただ、今もちょっと言いましたが、

ベースは地域防災計画の中で、えー防災計画の中の大きな枠組みの中で、えー担当として

高齢あんしん課が、まぁやっていると言う事なので、まぁあのー、制度設計そのもので言

うと、きっと総務課になっちゃうかもしれませんので、えーもし、そういうふうになっち

ゃったら、場合によっては総務課長お願いしますが。 

えっと、この名簿、えー作られて、大体名簿にはそれぞれの関係、まぁ高齢あんしん課、

えー町民福祉課などの情報で、まぁ台帳は、まぁ出来ていると言う事で、えー数年前から

個別計画が、私もう何回かここで取り上げましたけれども、あの担当の方に聞けば、もう

一生懸命、個別計画で動いているというのが分かりました。質問します。 

個別計画の進捗状況をちょっとお聞きしたいと言う事と、昨日たまたま帰ったらテレビ

で、えーまっ今日の１０てん、３．１１と言う事もあったんでしょうが、昨日色んなニュ

ースの中に、この個別計画を使って、そして実質的には、まぁ情報を受ける、例えば町内

会などが、えーその個別計画なども含めて、じゃあ誰々さんをどうやって避難しましょう

かって言う事を、町内会ぐるみで色々検討してます、大変です、って言うのをテレビでや

って、私、あのー改めて自分の町内会で、えーどう対応していったのかなと言う事で、す

ごく反省しております。 

名簿は貰ったとしても、それはあくまでも名簿で、個別の計画が、正直無いと、じゃあ

どんなふうになってるのって分からないんですね。実際に、これを地域町内会などで活用

するとすれば、まだ個別計画の進捗にもよるでしょうし、全体のものにするとすれば、そ

の個別計画の情報を町内会でしっかりと、えー分かったとしたら誰が対応しようかとかっ

て言う事も含めてやんなきゃなんない。ここは、あくまでも、えーこの名簿は、名簿が載

っかったからといって直ぐ支援される訳じゃありませんよって、但し書きは有りますけれ
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ども、だけどやっぱり受けた町内会としては、この名簿に則っとって何とか頑張ろうと。

そして個別計画が、まぁ分かれば、また更に違いますね。 

と言う事で、まっ高齢あんしん課になるのか、総務課なのか分かりませんが、この名簿、

そして名簿に則っとって作った個別計画をしっかりと身のあるものにするとすれば、更に

町内会にそれを出しただとか、個別計画は、あれ全部町内会に行くわけじゃないですね。

行くんですかね。ちょ、そう言う事も含めて、じゃあこういうふうにやって行こうかとか

って言う事も、えーお互い双方向で、えー実の有るものにやって行く必要があるなと思っ

たんです。ただそれを作ればいいだけではないと言う事について、ちょっとお考えをお聞

きしたいと思いました。ごめんなさい、もしかしたらこっちになるでしょうか。まず、お

願いします。 

 

（議長） 

高齢あんしん課長。 

 

「高齢あんしん課長」 

小野寺議員のご質問にお答え致します。 

えーまず、緊急通報システムに関してです。えー緊急通報システムは、現在、えーと在

宅、シルバーハウジング以外の在宅に設置されている件数が３０、３０台。で、シルバー

ハウジングが２２台と言う事で、全部で５２台、あのー町内で設置されております。 

議員おっしゃる通り、やはり機器が、えーと、まぁ長年やってきて携帯電話が無い時代

から、えー設置されて来ていたものでしたので、まっあのー、時代に合って来てないって

いうのが、まっ緊急通報システムは、あのー状況としてはございます。 

それで、えーと現在あのー、ＮＴＴの製造自体も、えっと２０３３年をもって製造中止

するという、えーと予定が、あの出されています。で、この、えーシステムは固定電話の

回線のみに、やっぱり対応しているもので、携帯電話の回線は、あのー使われないって言

う事で、やはりあのー、主流、携帯電話が主流となってきた現在には合わなくなって来た

って言うのが製造中止の要因でございます。 

えー携帯電話のような、あのＳＩＭという携帯電話に入ってるデータのＳＩＭ回線を使

った、あの通信システムで、緊急通報の、えーとまぁ機能を持ち合わせているものを、え

ーと民間企業の例えばセコムさんだったり、アルソックさんだったり、そういうところか

ら既に、あのー販売もされている状況にあります。民間企業さんでも販売されているもの

は、あのー電話回線も不要であって、個々での契約となりますので、また別途、あの料金

は、あの掛かって来るものも有るんですけれども、えーと、まぁ個々に応じた、あの必要

なサービスメニューも、あの提示されておりますので、選択出来ると言う部分では、えー

安心して、あのーシステムが、あの利用出来るシステムが次々と販売されているって言う、

あの状況にもあります。 

うん。えーと当町のシステムではやっぱり、あのー対応、出来かねる事例も、もう既に

出て来ておりますので、そう言った場合には、あのー今も民間のシステムのご紹介も窓口
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でさせて頂いている状況でございます。 

えーいずれに致しましても、あのーご本人からの救急要請の発報を、やはり途切れさせ

ないための方法、新たな方法を含めて、今後、２０００、２０３３年、すぐ７年後ですの

で準備、整理して参りたいと考えております。 

それから、２点目でございます。２点目が、個別避難計画と、えー要支援者台帳の関係

についてでございますが、えーと現在、高齢あんしん課で、あのー要支援者台帳を整備し

ております。その台帳を基に、えー個別避難計画は防災担当の総務課が、えーと中心とな

って取り組んでおります。関係課にて、まぁ情報共有を図りながら、個別避難計画が必要

な方を抽出して、えっとそれぞれの、高齢であれば、えーと高齢あんしん課が担当して、

訪問して個別計画を立てて行く、えーとーまぁ障がいであれば町民福祉課がと、それぞれ

分野に別れて計画を立てますが、集約は、えー総務課の方で行って頂いております。 

えー今後に関してなんですけれども、まぁシステム運用、まっ全体を通して、防災伝達、

伝達システムもございますので、ま、それなども踏まえてより効果的な管理方法、あのー

総務課とも研究して参りたいと思います。 

えーと要支援者台帳は、えーと対象者を把握するための基礎の名簿となり、えー個別避

難計画は実際の避難行動を想定した具体的な、えーと支援計画となりますので、台帳はリ

ストであって、計画は、えーと作戦っていうふうに、えーと私は捉えております。 

えーいずれにしても、えーと災害時に、いざという時、えー活用出来るように、えーと

連携して取り組んで参りたいと思います。よろしくお願い致します。 

 

（議長） 

小野寺議員。今、個別。その、その他の、総務課の方の個別計画については、ちょっ

と今、資料を取りに行ってるんで、暫時休憩致します。 

 

休憩１１：３６ 

 

再開１１：３８ 

 

（議長） 

休憩を閉じて再開致します。 

総務課長。 

 

「総務課長」 

えー進捗状況と言う事で、えー私の方からご答弁申し上げたいと思います。 

えー支援者の、えっ名簿について、１８０名対象者がございまして、えー今２７名策定

を終えているところでございます。えー災害リスクが有る所につきましては、６年度、７

年度で、えー作り上げると言う事になってございますので、えー現在作業をしております

けども、えーリスク有る所については、７年度中に、いー完成をするというふうに伺って
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ございます。以上です。 

 

（議長） 

小野寺議員。 

 

「小野寺議員」 

えっと、ちょっと総務課長になるかもしれません。 

作るのは一つの、まぁ作戦と言う先ほど言いましたが、それはそれで一つの目標かもし

れませんが、もっと大きな目標は、それを名簿に挙がった、計画が出来たから直ぐしなん、

支援に結びつく訳ではありませんよって書いてはいるものの、先ほど言いました、本当に

テレビ観てそうだなと思ったんですが、町内会など名簿を貰った、個別支援計画を作られ

たったら、やはり何かあった時は、えー例えば、町内会でこう対応しようと言う事も、そ

れはやっぱ必要になって来ると思うんですよ。そこは、もう本当に、ね、双方向でね役場

と、例えば町内会も含めて、その名簿を使ってじゃあどうしましょうかと言う事をやって

いかなかったら、何のための情報なのって言う事にもまたなるかもしれませんので、是非、

それも、ちょっと検討して頂きたいと思うんです。どうでしょうか。 

 

（議長） 

総務課長。 

 

「総務課長」 

えー小野寺議員おっしゃる通りですね、あのー双方向での連携は間違いなく必要だとい

うふうに考えてございますので、えー今後また、出来る計画を基にですね、必要があれば

また地域に降りて行ってですね、協議して参りたいというふうに考えてございますので、

ご理解願えれば。 

 

（議長） 

他に質疑希望ありませんので、高齢あんしん課所管の予算並びに関連議案についての質

疑を終わります。 

説明入れ替えのため暫時休憩致します。 

 

休憩１１：３９ 

 

 

 

 

 

 


